
キジルバシュのその後  

17－19世紀オルーミーエ地方のアフシヤール部  

近藤信彰  

はじめに   

イラン史における18世紀を部族の再台頭（resurgence）の時代と位置づけ  

たのはA．K．S．Lambtonであった（1）。確かに18世紀に成立した4つの政権  

（アフガーン政権，アフシヤール朝，ザンド朝，ガージャール朝）は部族出身  

であり，また，18世紀に各地で自立した地方勢力にも，部族出身のものが少  

なからず認められる。サファヴィ一朝後半と比較すれば部族の活動は盛んになっ   

ているように見える。   

筆者は18・19世紀の地方勢力の分析を通じてイラン史の再構成を志してい  

るが（2），その場合どうしても避けることができないのが，部族という問題で  

ある。このLambtonの見解に最も不満な点は，「部族の再台頭」を強調して  

いくと「部族」の内実を歴史的に検討することなしに時代による差異を極小化  

し，ゆえにイランの社会構造は前近代を通じて不変であるという議論に流れや  

すいという点である（3）。これに対しては17世紀以降部族の勢力は衰退に向か  

うとするJ．］．Reidの見解，あるいはサファゲィ一朝以降，部族システムに修  

正が加えられたとするG．R．Garthwaiteの見解がある（4）。しかし，G．R．  

Garthwaiteの未公刊史料を駆使したBakhtiy豆ri族に関する詳細な研究にし  

ても，部族の近代における変容を明らかにすることには成功しているが，それ  
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以前の時代の彼の言う部族システムの修正を具体的に検証しているわけではな  

い。なにより，R．Tapperが認めるがごとく，史料的制約もあり，部族に関す  

る歴史的な研究があまりに少ないという現状がある（5）。   

そこで，本稿では，17世紀以降イラン東北部アゼルバイジャンのオルーミー  

エOr5miyye地方とその周辺で活動していたアフシヤールAfsh豆r部を取り上  

げ，彼らの歴史を明らかにしつつ，彼らの国家や地方社会との関係を分析を通  

じて，彼らの性格とその歴史的変容を考察したいと思う。   

アフシヤール部を取り上げた理由は，次節で詳述する史料事情を別にすれば，  

以下の通りである。第一に，アフシヤール部はサファゲィ一朝建設に軍事面で  

多大の貢献をしたキジルバシュと呼ばれるトルコ系の部族連合の一翼を担った  

重要な部族であり，また，18世紀にもアフシヤール朝を建設するなど目覚ま  

しい活躍を見せ，まさしく「部族の再台頭」を体現しているように見える部族  

であること。第二に，彼らが住地としたオルーミーエ地方がェスファハーン，  

テヘランなど王朝の首都のおかれたイラン中央部から地理的に離れており，王  

朝から見た辺境部の地方勢力の事例としても検討しうるということである。部  

族出身の地方勢力に関する事例を提供することも，本稿の一つのねらいである。  

1．史料『アフシヤール史（T豆rikh－e Afshar）』をめぐって   

オルーミーエのアフシヤール部を研究するうえで不可欠の史料が，彼らが19  

世紀後半以降に自らの歴史を記した書物であり，ここでは仮に，『アフシヤー  

ル史』と総称する。これまで，B．Nikitineと‘AliDehq豆nがこの史料を用い  

てアフシヤール部の歴史の概要を明らかにしているが（6），概ね史料の要約に   

とどまっている。   

本稿ではこのT豆rikh－e Afsh豆rの校訂本（7）を用いた（略号TAF）。著者Mi－  

rz豆Rashid Adib al－Sho‘ar豆の序文によると成立の経緯は以下の通りである。  

122   



キジルバシュのその後  

1250／1234－5年，Najaf QoliKhanの命により，著者の親族の一人Mowl豆n豆  

M叫m白dがオルーミーエのアフシヤール部の歴史を著した。しかしこの書物  

は内容・文体とも欠陥があったため，顧みられることがなかった。そこで，ナー  

セロッ・ディーン・シャー時代（1848－96）にYdsof Khan Shoj豆‘al－Dowle  

の命で，著者がこの書を著した（8）。   

まず，ここでアフシヤール部の有力者の命によって，アフシヤール部の著者  

によって書かれた史料であることが確認できる。Najaf QoliKh豆nとY豆sof  

Kh豆nはアフシヤール部のうちのQ豆seml豆族の有力者であり，二人の著者は  

Mabm缶dl豆族である。また，この校訂本には802／1399－1400年から1285  

／1868－9年頃までの出来事が記されているが，内容の疎密をみると18世紀後  

半から19世紀前半が最も詳しい。これは先の成立の経緯からして，Mirz豆  

Rashidが先達のMowlan豆Mabm豆dの著作を利用したことを示していると考  

えられる。   

問題はこの校訂本とNikitine，Dehq豆nが用いた写本との関係である。残念  

ながら写本そのものは入手できなかったため，引用や内容から判断せぎるをえ  

ず，十分な検討はできないが，それでも興味深い事実が浮び上がってくる。   

まず，Dehq豆nの用いた写本であるが，著者は同じくMirz豆Rashidである  

とされ，Dehqanの記述の内容も概ね校訂本と一致する。しかし，Dehq豆nの  

引用する写本の序文は，大筋は校訂本のものと内容は似通っているが，文言が  

全く異なっている。しかも，校訂本にはないMirz豆Rashidの著作開始の年が  

1283／1866－7年と明記されているのである（9）。また，校訂本も，Dehq豆nの写  

本も最後が不完全なまま途絶しているが，Dehq豆nの写本の方が先の事件で終っ  

ており，その引用もまた校訂本の対応する部分と文言が大きく異なっているの  

である（10）。   

次にNikitineが用いた写本であるが，彼の求めによりアフシヤール部Q豆－  

Seml白族のtIajjiParviz Kh豆n Sheh豆b aトDowleが1917年に記したものだと  
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いう（ll）。校訂本とは著者も成立年代も異なるにもかかわらず，Nikitineの記  

した内容の大筋は校訂本にはぼ一致し，部分的な引用も対応している（12）。年代  

的には，校訂本同様802／1399－1400年にはじまり（13），終りは校訂本より後の  

1297／1879－80年に及んでいるという。内容における大きな相違点は，  

Nikitine本においてはティムール朝後期からサファゲィ一朝前期の記述が欠落  

していることと，アフシヤール部のオルーミーエ移住の年代が異なっているこ  

とである。   

以上のことから，この史料には内容の近いいくっかの異本が存在したことは  

確かである。文言や著者の不一致は，多くの著者，筆写者の介在をうかがわせ  

るが，内容の類似性は，にもかかわらず，この歴史がこの多くの著者・筆写者  

に共有されていたことを示している。単に筆写のみならず，口承によって伝え  

られた可能性も考えられる。したがって，この史料はこの部族にある程度共有  

された主観的な歴史を記したという点で非常に貴重であるが，一方，より客観  

的な事実関係を知るためには他史料との厳密な比較検討を要するのである。  

NikitineやDehq豆nの研究はこのような点でも不十分であると言わざるを得な  

い。  

2．オルーミーエのアフシヤール部の歴史  

1．アフシヤール部のオルーミーエ移住   

アフシヤール部は，元来オグズ24支族の一つであり，他のオグズ諸族とと  

もに11世紀に中央アジアからイランに移住してきた。アク・コユンル部族連  

合に加わったのち，16世紀には，既に述べたように，キジルバシュの一つと  

して，サファゲィ一朝国家の建設に貢献した。サファゲィ一朝初期には，主に  

フーゼスターン，＼K払gil豆yeなどイラン南部に分布していた（14）。TAFは，い  

かにアフシヤール部がサファゲィ一朝下で要職を占めたかを強調しているが，  

124   



キジルバシュのその後  

これはサファヴィ一朝期の史料からも確かめることができる。例えば，シャー・  

タフマースブ（位1524－76）時代のアミールのリストには，7名のアフシヤー  

ル郡出身のアミールが記載されており，皇子の師博やケルマーン，K已hgildye，  

S豆ve等の知事職についていたことがわかる（15）。   

しかし，シャー・アッパース（位1588－1629）による中央集権政策により，  

アフシヤール部も他のキジルバシュ諸部族と同様，その勢力を削がれていくこ  

とになる。1592－3年にケルマーン，1594年にShdshtar，1596－7年にはKdhgi－  

hyeと相次いで知事職を失い（16），アッパースの即位から3人続いたアフシヤー  

ル部出身のコルチバシ（近衛隊長）も，1591【2年以降は見られなくなる（17）。  

このような状況で，アフシヤール部のオルーミーエ移住が行われるのである。  

TAFの伝えるところでは，その経緯は以下の通りである。   

シャー・アッパース時代，Tahm豆sb Sol匝n盲m豆nl豆Afsharとその子Q元一  

sem solt豆nは，Hamad豆n方面の西部国境防衛の任にあたっていたo Q豆sem  

Sol申nはオスマン朝との戦争において軍功もたて，1032／1622－3年にはモス  

ルを攻略したが，その維持・防衛に失敗，逃走し，アフシヤール部はシャーの  

不興をかってあらゆる知事職を罷免された。しかし，Q豆semSoltanの子Kalb  

‘AliSol申nは，1035／1625年，オスマン軍に包囲されて落城の危機にあった  

バグダードに弾薬を輸送するという軍功をたて，アフシヤール部の過去の罪を  

償った。シャー・アッパースは，恩賞としてアフシヤール部に封土（eqta‘）  

と居住地として望む土地を与えることとし，アフシヤール部の希望通り，オルー  

ミーエを与えた。この結果，エラーグ（イラン中央部），ファールス，ケルマー  

ン，ホラーサーンに暮らしていた8000家族（k臨nevar）のアフシヤール部族  

が，オルーミーエに移住した（18）。   

この経緯を他の史料によって検証してみよう。同時代史料TAAはQ豆sem  

Sol申nの対オスマン朝戟争での活躍，モスルの一時占領とその防衛失敗につ  

いてTAFとはぼ同様の記述をしており，Kalb‘AliSol申nのバグダード攻防  
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戦への参加も確認できる（19）。ただし，TAFに見られるようにこの父子をアフ  

シヤール部の運命を左右する部族を代表する人物とすることには，若干の疑問  

を持たざるをえない。別の同時代史料TAによれば，Qasem Sol匝nはフーゼ  

スターンの小都市Seymareの知事（匝kem）にすぎなかった（20）。また，TAA  

によれば彼がモスルの守備についたとき，彼自身の手勢はわずか300にすぎ  

ず（21），辺境の一指捧官という印象を免れない。さらに，Kalb‘AliSolt豆nは  

rim豆n15族（申yefe）とともに，モスルの城塞を失った失策により高貴なる方  

（シャー）の奉仕において過失の持ち主であった」（22）。キジルバシュ諸部族の  

地位の低下を考慮にいれても，辺境の一指揮官にすぎない彼らが，im豆nほ族  

を代表していても，アフシヤール部全体の運命を左右する人物であったかどう  

かは疑問である。   

次に，Kalb‘AliKhan（Sol申n）がシャー・アッパース時代の末年にオルー  

ミーエの知事（匝kem）に任命されていたことは，やはりTAAのシャー・アッ  

パース時代のアミールのリストによって確かめることができる（23）。さらに  

Dehq豆nの研究にシャー・アッパpスがKalb‘AliKh豆nにあてたとされる勅  

令が引用されており（24），TAFの記述を裏付けている。どれほどの数のアフシヤー  

ル部族がどの地方から移住したかを他の史料から窺うことは困難である。しか  

し，前述のアミールのリストによれば，アフシヤール部の知事はオルーミーエ  

のはか，わずかに二名しかおらず（25），アフシヤール部にとっては重要なポス  

トとなったと考えられる。そして，時代は下るが，18世紀に成立したサファ  

ゲィ一朝の行政便覧では約2000人の兵力を擁することが記されており，Q元一  

sem Sol匝nの兵力をはるかに上回っている（26）。さらに，19世紀初頭のヨーロッ  

パ人旅行者の推計ではオルーミーエはアフシヤール部最大の居住地となってい  

る（27）。以上のことから，アフシヤール部の移住に関するTAFの記述は大枠に  

おいて信頼しうると考えてよいだろう。   

さて，この移住の性格を考える上で見落としてはならないのは，TAf、にお  
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いて「イクター」という語が用いられていることである。サファゲィ一朝期の  

史料ではこれはトユールtoy融という語にあたり（28），行政便覧ではアフシヤー  

ル部の知事にすでに述べた約2，000人の軍隊の提供の代りに約7，500トマーン  

の税収が与えられ（29），部族の生計に寄与したことは疑いない。しかし，TAf、  

が述べるような単なる論功行賞よりも，むしろ，シャー・アッパースの中央集  

権化政策の一環であったと考える方が妥当であろう。すなわち，反抗的な諸部  

族を中央から遠ざけてオルーミーエという辺境に移住させ，国境防衛にあたら   

せたのである（30）。TAFにおいて，アフシヤール部がシャー・アッパースに対   

してオルーミーエを望む理由として，オスマン朝との戦争とクルド系諸族の  

略奪行為により，この地方が荒廃していることを挙げていること（31）は，こ   

れを裏付けている。  

さて，以上のようにアフシヤール部はオルーミーエ地方に移住させられたの  

であるが，Q豆sem Soltanがフーゼスターン地方の＄eymareの知事として国  

境防衛にあたっていたことを考えると，部族の規模はともかく，彼らの任務は   

移住以前と本質的に変わらないことになる。もし異なる点があるとすれば，彼  

らがサファゲィ一朝滅亡までの約百年の良きにわたって，オルーミーエの知事   

職をほぼ独占したことである。表1はTAFにより作成したサファゲィ一朝期  

のオルーミーエ知事一覧である。NikitineやDehq豆nのリストと若干の異動が  

あるが，はとんどがアフシヤール部の出身であることにはかわりがない。  

残念ながら，このうち同時代史料で確認できるのはにごくわずかである。以   

下に箇条書きで示そう。   

（DKalb‘AliKh豆n   

lO43／1633  シャー・サフィーのVan遠征に参加（32）。  

1057／1647－8 （オルーミーエとFar豆hの知事）  

シャー・アッパースニ世のカンダハール遠征に参加し，  

戦死（33）。  
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②Ganj‘AliKh豆n（Q豆sem Sol申nの孫）   

1066－7／1656－7 （オルーミーエの知事）  

アフシヤール部の訴えにより，知事を解任される（34）。   

③Moりammad‘AliKh豆n（Q豆sem Sol申nの子）   

1066－7／1656－7  Ganj‘AliKhanの後任としてオルーミーエ知事に任  

命される（35）。  

1073－4／1663－4  Far豆hの知事に任命される（36）。  

表1および家系を示した図1とは人物関係・年代ともかなりのずれがあるが，  

内容の最大の相違はTAFがサファゲィ一朝の東部国境方面の事績について全  

く触れていない点である。Kalb‘AliKh豆nとMoりammad‘AliKh豆nが現  

アフガニスタンのFar豆hの知事に任命されている事実は，少なくともこの時  

点まで，アフシヤール部の活動がオルーミーエに限定されていなかったことを   

示している。   

表1の他の知事については，最後のMobammad Q豆sem Kh豆n（後述）を  

除いて残念ながら検証のすべがない。しかしながら，18世紀に記されたサファ  

ヴィ一朝の行政便覧に「オルーミーエ地方とアフシヤール部の知事（匝kem－e  

olk豆－ye Or豆mivail－e Afsh豆r）」のように記されていること（37）から考えて，  

アフシヤール部のものが数多くオルーミーエ知事となったこと，そして次第に   

オルーミーエとアフシヤール部族が相互に関連づけられるようになったことは，  

確かであるように思われる。18世紀の年代記中にもAfshar－e Or缶mi（オルー   

ミーエのアフシヤール部）とニスバで示される事例が現れることもこれを裏付  

けている（38）。   

2．地方勢力への成長   

18世紀に入ると史料が増えて，TAf，の内容の検証もいくらか容易になる。   

表2は，この時期のオルーミーエ知事の一覧であるが，TAFの主な内容が他  
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の史料によってかなり裏付けられることがわかる。この表の任命者の欄が示す  

ように，18世紀はさまざまな勢力が入り乱れて覇権を争う政治的に不安定な  

時代であり，オルーミーエも例外ではなかった。しかし，アフシヤール部はオ  

ルーミーエの知事職を保持することにほぼ成功した。   

この時期に新たに台頭したのは，Q豆seml豆族のKhodadadKh如の家系であっ  

た（図2参照）。父Mobammad Beygとともにクルド系諸族の反乱の鎮圧に軍  

功をたてた彼は，1119／1707－8年に，ハーンの称号とオルーミーエの統治権  

をシャーから授けられた（39）。以後19世紀末まで，オルーミーエのアフシヤー  

ル部の歴史はこの家系を中心に展開していくことになる。   

さて，オルーミーエのアフシヤール部はめまぐるしい政治変動にいかに対応  

し，どのようにその地位を守ったのであろうか。年代順に整理してみよう。   

①オスマン朝の侵攻  

18世紀中，イランの内乱に乗じてオスマン朝は二度オルーミーエを占領し  

ている。一度目の1138／1725年には，オスマン朝側の史料によれば，オルー  

ミーエ知事であったMobammadQasem Kh豆nは戦わずしてオスマン朝に降  

伏し，知事職を安堵されたという（40）。当時，アフガーン政権とシャー・タフ  

マースプ2世の戦いが続いていたとはいえ，Mobammad Q豆sem Kh豆nはサ  

ファゲィ一朝に正式に認められた知事であった（41）。にもかかわらず，課され  

た国境防衛という任務を果たすことはなかったのである。   

二度目の侵入は1731年のことであるが，オルーミーエ知事Par豆Kh豆nが  

放北したこと（42）以外には，情報がない。   

②タフマースブ・ゴリー・ハー ン／ナーデル・シャ一期  

1142／1730年，タフマースプ2世を擁したタフマースプ・ゴリー・ハーン  

の進軍に，オルーミーエ地方のアフシヤール部族の長（sarkarde）であったBi－  

s佃n Kh豆nは，オスマン朝との戦況を見極めたのち，4，5千の軍勢とともに，  

彼の傘下に加わった。このとき，オスマン朝の任命したオルーミーエ知事であっ  
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たFarrokh P豆sh豆の身柄を，タフマスーブ・ゴリー・ハーンに引き渡した。  

この結果，タフマースブ・ゴリー・ハーンよりBistdn Khanはアゼルバイジャ  

ン方面軍司令官に任命され，その子Par豆Kh豆nは，オルーミーエの知事に任  

命された（43）。この情勢を機敏に利用したのである。   

同名のアフシヤール朝の成立は，オルーミーエのアフシヤール部にとってど  

のような意味を持ったのであろうか。アフシヤール朝側の史料では，王家を生  

んだホラーサーンのアフシヤール部とオルーミーエのアフシヤール部がかつて  

は同一の部族であったと考えられている（44）。また，史料AANによれば，タ  

フマスープ・ゴリー・ハーンはBis佃n Kh豆nらオルーミーエのアフシヤール  

部に傘下に加わるよう呼びかける際に，同部族であることを強調している  

し（45），TAFに至っては，同じアフシヤール部であるがゆえにナーデル・シャー  

の事績を詳述している。少なくとも理念の上では，両者の間に親近感があった  

ことは確かであろう。   

そして，TAFはナーデル・シャーのもとでいかにアフシヤール部が国家の  

要職を占めたかを強調しているが，そのなかには以下のようにオルーミーエの  

アフシヤール部出身者も含まれている。  

MahdiKh豆n Q豆seml缶   

Mobammad M已s豆Khan Qaseml豆  

Bahr豆m Kh豆n Arashl豆   

Mohammad Qoli Khan Arashlu 

了rv豆nの守備防衛  

‘Er豆q K豆s臨n知事  

Shirv豆n知事，Shir豆z知事  

Sar Keshikchi－b豆shi（近衛長），  

Sabzev豆r知事（46）  

また，ナーデルは部族の大規模な強制移住を行ったが，オルーミーエのアフシヤー  

ル部はナーデルの出身地ホラーサーン北部に移住させられたことも，同じアフ  

シヤール部として扱われていたことの反映であろう（47）。   

しかし，現実には，これらオルーミーエのアフシヤール部の有力者とナーデ  

ル・シャーとの関係は常に良好だったわけではなかった。たとえば先述のBi－  
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Stdn Kh豆nは，ナーデル・シャーとタフマースプ2世の対立において，タフ  

マースプ側に立ったとされ，ナーデルにより殺害された（48）。また，Bahr豆m  

Kh豆nやオルーミーエ知事をっとめたMobammad Karim Kh豆nなど，18人  

のアフシヤール部のアミールはナーデルにより盲刑に処された（49）。そして，  

近衛長であったMohammad QoliKh豆nはナーデルの暗殺の首謀者の一人と  

なり，暗殺の実行者のなかにもオルーミーエのアフシヤール部出身者が見られ  

るのである（50）。   

これらのことから，理念の上での親近感とは裏腹に，現実においては，同じ  

アフシヤール部でもナーデル・シャーとオルーミーエのアフシヤール部の問に  

は厳しい対立も存在した。ホラーサーンとオルーミーエにそれぞれ移住して百  

年余りの問に，アフシヤール部はそれぞれ別の道を歩み始めていたと言ってよ  

いだろう。   

③ナーデル・シャー以後   

ナーデル・シャーの暗殺（1747年）後，イランは群雄割拠する戦乱期に突  

入した。オルーミーエのアフシヤール部も自立した大きな政治勢力として，諸  

勢力と覇権を争った。   

まず，オルーミーエのアフシヤール部で初めて自立を果たしたのはMahdi  

Kh豆nとNaqiKh豆nの兄弟であった。彼らはナーデル・シャ一に任命された  

オルーミーエ知事Fa埴‘AliKh豆n Arashl豆を実力で追放し，オルーミーエの  

支配者となった。MahdiKh豆nはアフシヤール朝の内乱に乗じて権力を伸長  

し，Ebrahim Kh豆n（後のシャー）より，タブリーズの総督（beyglarbeygi）  

に任命され，オルーミーエには弟NaqiKh豆nを代理として置いた（51）。   

MahdiKh豆nがタブリーズ統治の失敗により住民に殺害されると，弟Naqi  

Kh豆nはオルーミーエからタブリーズ遠征を行った。その際，彼に従ったのがク  

ルディスターンにいたアーザード・ハーン・アフガーンであった。NaqiKh豆n  

は，タブリーズ征服の後，その統治をアーザード・ハー ンに委ねたが，両者の  
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関係は税の支払いをめぐって悪化し，二度にわたる戦争の結果，アーザード・  

ハーンが勝利をおさめ，NaqiKh豆nは捕虜となって盲刑に処された（52）。   

ザンド勢力，ガwジャール勢力とイランの覇権をめぐって争ったアーザード・  

ハーンは元来スンナ派のアフガーン族の出身であり，アゼルバイジャンの諸地  

方とはそれまで縁のなかった人物である。しかし，オルーミーエのアフシヤー  

ル部をはじめとするアゼルバイジャンの諸勢力の支持によって，初めて覇権争  

いに参加することが可能になった。オルーミーエのアフシヤール部では，アー  

ザード ・ハーンの代理としてオルーミーエを委ねられたMoりammad M豆s豆  

Kh豆nが，婚姻関係を結ぶことでアーザード・ハー ンとの関係を強化した（53）。  

また，かつてオルーミーエ知事であった先述のFa埴‘AliK臨nは，アーザー  

ド・ハーンの片腕として活躍し，一時，アゼルバイジャン総督をっとめたほか，  

多くの戦闘にアフシヤール部の軍を率いて参加した。したがって，Fa埴‘Ali  

Kh豆nやSh豆hb豆z Kh豆n Donboliらが，アーザード・ハーンがスンナ派である  

ことを口実にモハンマド・ハサン・ハーン・ガージャールにつくと，アーザー  

ド・ハー ン政権は崩壊を余儀なくされた（54）。   

ガージャール勢力の一時的な占領を経て，次に台頭したのは前述のFa埴  

‘AliKh豆nであった。一時，ガージャー ル勢力に従ったが，ガージャ ール軍  

のシーラー ズからの敗走の際に挟を分かち，アゼルバイジャンに帰還した。当  

時，政治的安定を求めていたタブリーズ住民の要請により，タブリーズの支配  

者となった彼は，次第に勢力を拡大し，アゼルバイジャンを平定し，さらにア  

ラス川以北のカラ・バーグ地方にも遠征を行った（55）。   

④ザンド朝期とその後  

1176／1763年，キャリーム・ハーン・ザンドの7ケ月に及ぶオルーミーエ  

包囲ののち，Fa埴‘AliKh豆nは降伏した（翌年処刑）（56）。しかし，オルーミー  

エの知事職は依然アフシヤール部の手に残った（表2）。このうち，Khod豆d豆d  

Kh豆nの家系に属する二人の知事就任は，アフシヤール部の有力者が首都シー  
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ラーズへ赴いて，キャリーム・ハーンに請願することで実現したものであっ  

た（57）。キャリーム・ハーンが1779年に没すると，知事Em豆m QoliKh瓦nは  

来逼するクルド系諸族やJav豆nshir勢力を撃退し，アゼルバイジャン全土に  

権力を伸長した。すなわち，TAFによれば，Mar豆ghe，Khoy，Sanandaj，S瓦－  

vjbol瓦q（現Mah豆b豆d），の各勢力は，彼に対して税（khar豆j－e div豆ni）を支  

払い，また，タブリーズのNajaf QoliKhan Donboliも軍費として現金5000  

tom豆nと5000kharv豆rの穀物を献上したという（58）。1197／1783年にザンド朝  

のアリー・モラード・ハー ンの討伐軍に敗れ戦死するまで，事実上の独立を保っ   

たのである。   

さて，ザンド朝に派遣され，Em豆m QoliKh豆nを放った次の知事Amir  

Ar弓1豆n Kh豆nは，わずか数カ月で7rフシヤール部の蜂起により追放され，ア  

フシャ，ル部の有力者の協議の結果，Khoyの支配者Abmad Kh豆n Donboli  

の同意のもとに，Mobammad QoliKh豆nが知事となった（59）。中央権力の空  

白により，周辺との諸勢力との戦争に明け暮れ，タブリーズへ釆冠したShaq豆－  

qi族やオルーミーエ付近を略奪したやクルド系の諸族と戦った。婚姻関係を  

結んだホイのAbmad Kh豆n Donboliが暗殺されると，軍を派遣して後継者を  

擁立した。また，献上金を求めて，KhoyやMar瓦gheを攻撃した（60）。   

以上のように，戦乱と錯綜した政治状況において，アフシヤール部はオルー  

ミーエの知事職を確保すると同時に，しばしばアゼルバイジャン全土に勢力を   

拡大していたことが明らかとなった。オルーミーエは，オスマン朝，ナーデル・  

シャー，アーザード・ハーン，キャリーム・ハー ン等の占領を受けたが，その  

結果知事の解任は起こっても，アフシヤール部から知事職を奪うことはでさな  

かった。これらの強力な諸勢力もアフシヤール部の実力を無視できず，彼らに  

知事職を与えることで彼らとの協力関係を維持したのである。   

オルーミーエのアフシヤール部のさまざまな戦乱への対応に，あえて一つの   

原則を求めるなら，それは，支配者自身のあるいは部族の利益を最優先すると  
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いうものである。すなわち，アフシヤール部は，オルーミーエを根拠地として  

それ自体が一個の政治単位であるような地方勢力に成長したのである。自己の  

利益の保持のため，あらゆる政治的手段を用いるのは，この時代のさまざまな  

地方勢力と共通している（61）。すなわち，オスマン朝にも，スンナ派のアフガー  

ン族にも服属・協力し，あるいは同じアフシヤール部であるナーデル・シャ一  

に一方で協九 一方で暗殺に関与という行動をとり，近隣の諸勢力とも同盟・  

敵対関係を幾度も組み替えた。ここにかつてサファゲィ一朝を支えて献身的に  

戦ったキジルバシュの姿を見ることはできない。   

3．ガージャール朝の成立  

18世紀までに独立性の高いオルーミーエの一地方勢力に成長していたアフ  

シヤール部にとってガージャー ル朝の成立は，特別な意味を持った。しばしば  

弱体であるとか，地方分権的であるとか評されるガージャール朝であるが，史  

料の精粗の問題はあるが，TAf、等による限り，オルーミーエへの介入という  

点ではこれまでの諸王朝のうちで最も組織的かつ長期的なものであったように  

さえ見える。しかも，その背後には近代という新たな時代が控えていたのであ   

る。   

表3のように，アフシヤール部のKhod豆d豆d Kh豆nの家系は1239／1823－4  

年まで，オル，ミーエの知事職を保持し続けた。このうち，MobammadQoli  

Kh豆nはアーガー・モハンマド・シャーの暗殺に乗じて反乱を起こすなど，し  

ばしばガージャール朝に反抗的な姿勢を見せた（62）。しかし，他の知事はむし  

ろ王朝に積極的な協力を示すことで，その地位を保った。   

この場合の協力とは端的に献上金や税，兵力の提供という形をとった。そも  

そも，アフシヤール部族が知事職を安堵される際に献上金が支払われた。たと  

えば，アーガー・モハンマドがQ瓦sem Kh豆nを知事に任命するにあたっては，  

彼自身の名で献上を行ったことが決め手となり，Mobammad QoliKh豆nの  
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再任には4000toman，tIoseyn QoliKh豆nの任命の際には8000tom豆nがガー  

ジャー ル朝君主に支払われている（63）。   

税の徴収においても組織化が進んだ。TAFの断片的な記述によれば，税の  

査定・徴収はおおよそ以下のようになっていた。まず，課税査定（jam‘－bandi）  

がタブリーズから派遣された官僚によって行われる。この査定額に基づいて徴  

税されるのだが，その責任者は知事の場合と‘Åmelとよばれる収税官の場合  

があり，通常年間3回に分けて行われた。この徴税責任者に対してタブリーズ  

から官僚が派遣され，会計監査（mo匝sebe）が行われた（64）。   

このような税が地方にとって大きな負担となった場合，オルーミーエ住民は  

しばしば抵抗を試みた。その主体となったのは都市の名士とともにアフシヤー  

ル部の有力者であった。1222／1807－8年，アフシヤール部の名士とオルーミー  

エの有力者は税負担の軽減を知事tIoseynQoliKh豆nに陳情し，その結果新  

たにタブリーズから査定官が派遣された。しかし，それでも税負担は変わらな  

かったので，今度は知事の同意のもと，アゼルバイジャン総督アッパース・ミー  

ルザ一に直訴し，その結果，税額の引き下げに成功した（65）。また，1232／1817  

年には，住民が過酷な収税を行う‘Åmelの解任を求めて，タブリーズのアッ  

パース・ミールザ一に直訴したが，後任者も強引な戸数調査・検地を行ったと  

ころから，今度は知事IJoseynQoliKh豆nがファトフ・アリー・シャ，に直  

接陳情して，この官僚を解任することができた（66）。国家の影響力がこの税問  

題において次第に強くなっていくこと，また，アフシヤール部出身の知事が国  

家と地方住民との仲介者の役割を果たしていたことが確認できる。   

さて，表3のように1239／1823－4年以降アフシヤール部出身以外の知事が  

増加し，大半を占めた。アフシヤール部のオルーミーエ移住以降，初めて起こっ  

た現象である。ここに中央との関係は，派遣されてきた知事とアフシヤール部  

の関係に集約されることになる。  

1239／1823－4年にタブリーズから派遣されたMalek Q豆sem Mirz豆に閲し  
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ては，アッパース・ミールザ一による任命状が残されている。これは，アフシヤー  

ル部諸族はガージャール朝のために献身的な働きを示してきたがゆえに，高貴  

なる皇子を派遣するという論理にたち，この皇子とアフシヤール部が真珠と真  

珠貝の関係，すなわち，この皇子の母がアフシヤール部出身であることを強調  

する。最後のよびかけも，Beyglerbeygi，学者やウラマーと並んで，アフシヤー  

ル部族の主だった者・貴顕に対して，皇子を自らの権力者と認めるように記さ  

れており，アフシヤール部への十分な配慮が窺える（67）。TAFによれば，  

Malek Q豆sem Mirz豆は名目的に統治するだけで，実際にはBeyglerbeygiの  

Najaf QoliKhanが政務を執ったという（68）。このようにアフシャpル部が地  

方政治の実権を握っていたと考えられるのは，Jah豆ngir Mirz豆時代（Najaf  

QoliKhanが毎日n豆’ebとして謁見場に座る），Malek Qasem Mirz豆（再任）  

時代（Najaf QoliKh豆nがn豆’eb），Akbar Mirz豆時代（アフシヤール部のも  

のが要職を占める），Malek Man申r Mirz豆時代（Jah豆ngir Kh豆nがn豆，eb）  

であった（69）。   

これに対して，知事決定にあたって中央の事情が優先される場合もあった。  

たとえは アッパース・ミールザーが1244／1828年ヤズド・ケルマーン遠征の出発前，  

軍資金の不足から知事職につくための献上金の額をさだめ，Ebr瓦him Kh豆n  

Sard豆rが10，000tom豆nを支払ってオルーミーエ知事に就任した（70）。このよ  

うに中央に一方的に押しつけられた知事はしばしばアフシヤール部やオルーミー  

エ住民と対立した。Ebrahim Kh豆n Sardarの厳しい徴税に対して，オルーミー  

エ住民はウラマーを先頭にタブリーズに陳情に赴き，税額を引き下げることに  

成功した。さらにオルーミーエ周辺のクルド系諸族の反乱により，Ebr豆him  

Kh豆nは解任されることになるが，この反乱を教唆したのもアフシヤール部の  

ハーン達であったという（71）。このように，アフシヤール部との対立が原因で  

解任された知事として，Malek Q豆sem Mirz豆（再任時）（アフシャ，ル部の最  

遠がタブリーズで陳情・バスト），Mobammad Sharif Kh豆n（Y豆sof Khan  
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がタブリーズで陳情），Sol匝n Abmad Mirz豆（アフシャvル部とウラマーの  

扇動によりルーティーが反乱）が挙げられる（72）。このように対立関係にあっ  

た知事に対してはあらゆる手段で抵抗し，解任に追い込むこともあったのであ   

る。   

ここで，一つの疑問がわいてくる。オルーミーエの知事職はサファゲィ一朝   

以来保持し続けた権力の要であり，それを失ったことはアフシヤール部にとっ  

て大きな打撃であったはずである。にもかかわらず，依然として地方政治に関   

与し，いっこうに勢力の衰えた形跡がないのはいったいなぜだろうか。   

一つの理由は，オルーミーエの知事職に代る出世の手段を得たことである。  

それは，新たに導入された西洋式軍隊の軍人となることであった。   

イランにおける軍制の近代化は1807年，アゼルバイジャン総督アッパース・  

ミールザーがフランスのガルダン軍事使節団を受け入れたところから始まる。  

このとき，西洋式の軍事訓練を受けた新軍（Ne率m－eJadid）が新設され  

た（73）。オルーミーエでは，歩兵の連隊として1222／1807－8年にアフシヤール  

第7連隊（Fowj－eHaftom－eAfsh豆r），翌年，同第8連隊（Fowj－eHashtom－  

e Afshar），1268／1851－2年にアフシヤール新連隊（Fowj－eJadid－e Afsh豆r）  

が設立され，他に騎兵隊（Savare－ye Ne率m）と砲兵隊（T缶p－khane）が設置  

された。いずれの連隊の設立の際にもアフシヤール部の有力者が実際の編成に  

あたり，構成員もアフシヤール部からなっていたと考えられる（74）。近代的な  

軍の連隊にこうした部族名があてられているのは一見奇異に思われるが，一時  

設立されたが短命に終ったオルーミーエのもう一つの連隊が，アルメニア人や  

他のキリスト教徒からなっていたことを考えれば，当時のイランの社会状況を   

反映した方策だったのであろう。   

この各連隊の連隊長にあたるsarhangには，最初に設立された第7連隊に  

おいては19世紀前半はアフシヤール部の以外のものが就任したが，第8連隊，  

新連隊は設立当初からアフシヤール部の有力者が就任した。また，アフシャー  

141   



東洋文化研究所紀要 第129研  

ル連隊を統括する旅団長（sartip）が，第二次イラン・ロシア戦争以降置かれ，  

これにもアフシヤール部の有力者が，具体的にはKhod豆d瓦d Khanの一族が就  

任した（図2）。そして，軍人となって少佐（y豆var），連隊長，旅団長という  

経歴を経て，栄達するものも現れたのである。以下に3人の例を挙げよう。   

①‘Askar Kh瓦n‘Abd al－Maleki（jm豆nl豆）（d．1249／1833）   

了m豆nほ族の有力家系の出身であり（図3参照），18世紀後半からオルーミー  

エ知事のもとでamir－e豆khor（厩舎長），ishik一元q豆si（儀典長）などを務めた  

（後述）。アーガー・モハンマドにオルーミーエのアフシヤール部が服属すると  

同時に，2000名の騎兵隊を率いてガージャー ル軍に合流，アーガー・モハン  

マドに従って，ケルマーン遠征，グルジア遠征に参加した。ファトフ・アリー・  

シャ一期にも，騎兵隊を率いて，二度にわたる対ロシア戦争，対オスマン朝戦  

争などに参加，軍功をたてた（75）。TAFには「人生の2／3を戟場で過ごした」  

とあるが，一方で外交でも活躍し，1808－9年使節としてフランスに派遣され，  

ナポレオンと会見している（76）。また，1816年にはロシア使節の接待を行って   

いる。  

‘Askar K脆nはオルーミーエのアフシヤール部の権力保持に重要な役割を  

果たした。いち早くアーガー・モハンマドに服属し，Q豆sem Kh豆nの知事任  

命，Mobammad QoliKh豆nの再任，甲oseynQoliKhanの知事任命にあたっ  

ては，いずれの際にもガージャー ル朝宮廷との仲介役を果たした。一方，オルー  

ミpエでもim豆nlB族の族長（rishsefid）として権勢を誇り，ルーティーを扇  

動して住民と対立したヴァズィールを追放したり，あるいは敵対したオルーミー  

エ知事に不当逮挿された住民を実力で解放した。オルーミーエ地方西部の統治  

権をシャ一に与えられ，ここを根拠地とする一方，オルーミーエのバーザール  

の改修・拡張等の公共工事も行った（77）。   

②‘AliQoliKh豆n Q豆sem15   

オルーミーエ知事を輩出したKhodad豆d Kh豆nの家系の出身（図2参照）。  
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弟‘AliNaqiKh豆nとともにアフシャpル連隊に加わり，軍功を重ねてbeyg－  

z豆de，y豆var（少佐），アフシヤール第8連隊の連隊長という経歴を歩み，ファ  

トフ・アリー・シャ一期の末にはへラート・ホラーサーン戦線で活躍，アフシヤー  

ル部の二つの連隊を統轄する旅団長となった。モハンマド・シャ一期にはファー  

ルスやケルマーンで治安維持や徴税の任を果たし，その後，タブリーズに赴い  

て皇太子ナーセロッ・ディーン・ミールザ一に仕えた（78）。   

ナーセロッ・ディーン・シャーの即位後は，中央で出世を続け，1268／  

1851－2年にはMirPanje（五千人長）の位に，1274／1857年にはイラン全軍  

の春繭n－b豆shiに任命された。彼は将校としては全軍のナンバー2であるこ  

の地位に10年以上とどまった（79）。  

‘AliQoliKh豆n自身とオルーミーエの関わりはアフシヤール連隊を離れた  

のちはあまり見られず，TAFは彼について多くを語らない。しかし，少なく  

とも，彼の経歴に見られるように，新設のアフシヤール連隊がアフシヤール部  

の有力者にとって，地位上昇のための一つのチャンネルとして機能していたこ  

とは明らかである。   

③Y缶sofKh豆nQ豆seml豆（d．1294／1877－8）   

同じく，Khodadad Kh瓦nの家系の出身（図2参照）。1268／1851－2年，前  

述のアフシヤール新連隊の創設とともに，その連隊長（sarhang）となる。ヘ  

ラート遠征にこの新連隊を率いて参加，1274／1857－8年旅団長だった兄  

‘Askar Kh豆nの死去にともなってアフシャpル部の三連隊を統轄する旅団長  

となる。その後，トルキャマーン遠征やクルディスターン遠征で軍功を挙げ，  

Shoj豆‘al－Dowleのラカブを授けられた（80）。   

Y豆sofKh豆nは，常にオルーミーエの政治に関与し続けた。知事Mobammad  

Sharif Kh豆nの解任を求めてタブリーズに陳情に赴き，知事Akbar Mirz豆の  

もとでは，知事に代わって実際に統治にあたった。知事Solt豆n Abmad Mirz豆  

追放するためにオルーミーエのウラマ一に書簡を送った。そして，ついに  
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1285／1869年念願のホイ，サルマースとともにオルーミーエ知事職を手にす  

るのである（81）。Y由of K旭nのもとで史料TAFがまとめられたことを考えて  

も，オルーミーエ知事職を取り戻したことがアフシヤール部の歴史において大  

きな意味を持ったことが理解できる。また，弟のEm豆m QoliKh瓦n Eqb豆1  

al－Dowleも知事職を得たが，彼もまた，二人の兄同様アフシヤール連隊の出  

身であった。   

以上のことから，アフシヤール部が軍の近代化という機会を巧みに捉えて，  

その地位保全に利用し，ついには一度失ったオルーミーエの知事職を取り戻す  

にまで至ったことが，明らかになった。その後もアフシヤール部は，少なくと  

も第一次世界大戦まで軍人を輩出し続けた（82）。考えてみれば，アフシヤール  

部出身の将校・臭が参加し軍功を挙げた大きな戦争は，いずれも西欧やロシア  

といった列強がイランを従属化させていく，まさに近代という時代がもたらし  

た戦争であった。オルーミーエのアフシヤール部はこうした戦争ですら，自ら  

の地位保全・上昇に利用したのである。  

3．部族の性格と地方社会  

1．人口と住民構成   

アフシヤール部の移住以前，オルーミーエ地方の住民の多くはクルド系で  

あったと考えられる。TAFによれば，アフシヤール部の移住以前，クルド系  

のAmir Beyg Bar豆ddst一党を服従させるためにサファゲィ，朝は二度にわ  

たる「Domdom城の戦」を行わなければならなかった（83）。また，別の史料も，  

オルーミーエを「クルド系譜族の故地（mabal－e taVattOn－e Akr豆d）」と紹介  

している（84）。それでは，人口の上で，移住したアフシヤール部はオルーミー  

エ地方でどのような割合を占めていたのであろうか。   

表4はさまざまな史料に見えるオルーミーエ市，オルーミーエ地方，アフシャー  
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ル部の人口をまとめたものである。もちろん，正確な統計のない時代のことで  

あるから数字をそのまま信じることはできず，時代による変化を読みとること  

も不可能だが，おおよその人口比はつかむことができる。すなわち，オルーミー  

ェ市の人口とアフシヤール部の人口がはぼ匹敵する規模にあること，しかしオ  

表4 オルーミーエとアフシヤール部の人口  

オルーミーエ市  オルーミーエ地方  アフシヤール部  

8，000家族  TAF  

5eッαんα加αme（1655）  6，000戸  3，100，000人（150村）  

Akhv融（19c初頭）  6，000戸  

Kinner（1813）  12，000人  

Dupre（1819）  

月os招几（1832）  5，000戸  

Wagner（1856）  30，000人  

Sheil（1856）  

Abbott（1864）  30，000人  536村  

Curzon（1892）  30，000～40，000人 400，300人（200村）   

25，000人  

7，000戸   

Akhv瓦1：‘Abd al－Razz豆q E苧fah豆ni，“Akhv豆l－e Oshnavlyye Va Or豆miyye’’，hrsg・VOn  

M．Bittner，Sitzungsberichit deT・Phil．－his．Classe，133－3（1896），S・7－49・   

Kinner：J．M．Kinner，A GeogrqphicalMemoir qfthePeT・Sian Env）iT・e，London，1813，  
rep．New York，1973   

Bostan：Zeynal－‘AbedinShirvani，Bostanal－Sayy申，（Tehr豆n），bi－t豆rikh・  

表519世紀初頭のアゼルバイジャンの部族人口と都市人口  

都 市（Kinner）  部 族（Dupre）  

オルーミーエのアフシヤール部  

Moqaddam族  
Donboli族   

Shaq豆qi族  

Jav豆nshir族  

Sh豆hsev豆n族  

Mokri族  

12，000  

15，000  

25，000  

30，000  

20，000   

25，000  0r豆miyye  

5，000  Mar豆ghe  

12，000  Khoy  

Tabriz  

25，000（－） Salm豆s   

6，000～8，000  

8，000  

12，000～15，000  
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ルーミーエ地方全体から見れば多く見積もっても1／10以下であろうことであ  

る。地方の中心都市の人口に匹敵するアフシヤール部の人口は，彼らの権力維  

持に大きな役割を果たしたと考えられる。また，アフシヤール部以外の住民は  

やはり主にクルド系であったと考えられ，TAFにしばしば登場することを考  

慮すればアフシヤール部にとって彼らとの関係がとりわけ重要であったことは  

疑いない。   

都市オルーミーエ自体の人口構成となると，諸史料の記述はさまざまで確定  

することはますます難しい。19世紀初頭のある史料はアフシヤール部は「オ  

ルーミーエの町を占拠し続けている」（85）とし，Curzonも人口の大半がアフシヤー  

ル部族であるとしている（86）。これに対して，WagnerやJaksonは大多数がペ  

ルシア人（Persians）としているのである（87）。この史料間の敵酷は，後述す  

るアフシヤール部自体の変化によるものと考えられる。   

さて，19世紀初頭のアフシヤール部とオルーミーエ市の人口をアゼルバイ  

ジャンの他の部族・都市人口と比較したのが表5である。いずれも推計に過ぎ   

ないが，少なくともオルーミーエのアフシヤール部は人口のうえでアゼルバイ  

ジャンの諸部族のなかで最大級のものであったことが明らかになる。部族人口  

は兵力と相関関係があると考えられるから，18世紀にアゼルバイジャンの他  

の諸勢力と互して覇権を争うことができたのも当然といえよう。また，部族と  

都市の人口比を見ると，これはマラーゲを支配したMoqqadam族，ホイおよ  

びタブリーズを支配したDonboli族がそれぞれ支配した都市の人口の1／3，   

1／4程度にすぎないことがわかる。人口の多さに支えられ，アフシヤール部   

は常に地方社会に対する影響力を行使することができたのであろう。   

2．部族構造とその変化   

史料TAFのなかで部族を示す用語は一定であり，アフシヤール勢力全体を  

示す場合はil，その下位集団を示す場合はt訂efeと言う語が用いられ，本稿  
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ではこれを便宜上，それぞれ「部」と「族」と翻訳している。  

アフシヤール部がオルーミーエに移住した際，TAFによれば，Gondozl缶，  

Kohkeld，Qerql豆，Q豆seml豆，Arashl豆，盲ふ豆nl豆という族によって構成されて  

いた。このうち同時代史料でサファゲィ一朝期からアフシヤール部の族として  

存在が確認できるのは，Gondozl缶，Arashl豆，了ふ豆nl豆の3つだけである（88）。   

TAf一によれば，移住後アフシヤール部は族単位でオルーミーエ地方の各地  

に入植したという。確かにNikitineが示すように今世紀初頭にはアフシヤー  

ル部は族単位でオルーミーエ地方内で分布していた。また，族は政治的行動の  

単位でもあった。たとえば，18世紀半ばにMahdiKhanがArashld族のFa埴  

‘AliKhanを処刑しようとした際にはArashl豆族全体の反乱につながると父か  

ら忠告を受け，思いとどまった（89）。また，1248／1832－3年，オルーミーエの  

キャラーンクルが知事に不当に逮捕された際には，‘Askar Kh豆n盲ふ豆nlGが  

iin豆nl血族の若衆を率いて救出に成功した（90）。それぞれの族にはrishsefidと  

呼ばれる1，2名の族長がいた。また，rishsefidとの関係は不明であるが，  

族にはⅤ豆kilと呼ばれるものが任命されていた。これは，ガージャール朝初期  

の3点の校訂された文書のなかに現れ，たとえば1206／1791年にはアーガー・  

モハンマド・ハーンの勅令により，‘Abb豆s Beygなる人物がArashl豆族の  

vakil職を与えられ，30tom豆nの現金と30kharv豆rの穀物を年給としてオルー  

ミーエの税収のなかに定められた（91）。   

また，族は軍事行動の単位でもあった。TAFはMobammad QoliKh豆n  

時代の軍指揮官（ro’as豆－yelashknr）14名の名を挙げたのち，それぞれが  

「自らの部族の長（ra，is－eilva ta，efe－ye khod）である」と述べている（92）。  

また，Em豆m QoliKh瓦nの戦争の陣容16名の記述では，それぞれの指揮官が  

自らの手勢を率いているが，族長であることが明記されているのが3名，自族  

を率いていることが明記されているのが3名いる（93）。こうした族単位の軍編  

成は，先述のアッパース・ミールザ一による軍制改革まで行われた。  
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さて，この18世紀のEm豆m QoliKh豆n時代とMobammad QoliKhan時  

代の合計30名の軍指拝官のリストを見ていくと，先に挙げたサファゲィ一朝  

期の6族以外の族名を持っ者が，アフシヤール部の支配者に従って戟争に参加  

したことがわかる。これを整理すると以下のようになる。   

①通常，別部族として有名なもの  Khalaj，Os幅jal豆   

②出自不明のものQar豆轡asanl豆，Q豆zbdnd，Y豆gh豆nld，‘Arab15，Qatl缶   

③「辺境の諸部族（‘ash豆yer－eSarbad豆t）」とTAFで呼ばれるもの  

Mokri，Balb豆s，Shak豆k，Zarz豆  

さて，興味深いのはこのうち①・②の出身者もTAFはアフシヤール部の構成  

員に含めている点である。特に，かってアフシヤール部と並んでキジルバシュ  

を構成したOst豆jal白書β，あるいはその言語がトルコ語Khalaj方言として研究  

されているKhalaj族が，アフシヤール部に数えられているのは一見奇異に思  

える。Khalaj族の場合，TAFの18世紀初頭の事件の記述ではアフシヤール  

部とは別に扱われているが，アフシヤール部と婚姻関係を重ねたことから次第  

にアフシヤール部に統合されていったと推察される（94）。他のものについては，  

どの時点で統合されたか，あるいは既存の族から分岐していったのかは不明で  

あるが，いずれにせよ部族構成に変化が生じたことは確かである。   

一方，③はいずれもオルーミーエ周辺に分布するクルド系の部族であり，  

TAFではアフシヤール部と画然と区別されている。サファゲィ一朝期からし  

ばしば反乱を起こし，アフシヤール部出身のオルーミーエ知事の軍事遠征の対  

象となっている。しかし，18世紀末になるとアフシヤール部に従って戦争に  

参加したのみならず，オルーミーエの地方政庁にも勢力を伸ばしてくる。その  

例がMobammad QoliKh豆nの側近であったZarz豆族のAfr豆siy瓦b Solt豆nで  

あり，彼はvakilであったMirz豆Abd al－tIasanとその支持者でS瓦vojbolaq  

の知事でMokri族のBdd豆q Kh豆nと激しい権力抗争を行ったのである（95）。こ  

れらのことから，オルーミーエのアフシヤール部が次第に地縁によって周辺の  
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諸族を政権に取り込んでいった考えられるのである。   

そして，このようなアフシヤール部と周辺諸族の結びつきは，19世紀になっ  

ても失われることはなかった。自らオルーミーエ知事を務めたJah豆ngir Mirz豆  

は以下のように述べている。  

アフシヤールのハーン達はそれぞれクルド地域のある（特定の）地域やこ  

れらの地域の長たち（rishsefidan）を味方につけており，自らを彼らの  

オルーミーエのディーヴァーンにおける代理人としていて，このため，オ  

ルーミーエの知事はクルド地域にもアフシヤールのくに（vel豆yat）にも   

介入することができなかった。すなわち，知事がアフシヤールのハーン達  

の意見に反したことを言ったり，ディーヴァーンの税を請求したりすると，  

アフシヤールのハーン達はクルド地域に反乱を起こさせ，性悪のクルド達  

が町や村を襲撃し，道路を遮断するように扇動するのである（96）。  

クルド系譜族との連携によって，ガージャー ル朝国家に対抗するアフシヤール  

部の姿を見て取ることができよう。   

シャー・アッパースによるアフシヤール部の移住の一つの目的は反抗的なク  

ルド系譜族への対策であった。たしかに，TAFを通読すると時代を問わずア  

フシヤール部がクルド系譜族の反乱を鎮圧する記述が頻出する。しかし，ここ  

に示したように，18世紀までにはアフシヤール部は従来の部族の枠を越えて，  

いわば地縁に基づいて周辺部族を取り込みつつ勢力を拡大していったのである。   

3．都市オルーミーエとの関係   

アフシヤール部は周辺部族に勢力を伸ばしただけでなく，都市オルーミーエ  

との絆も強めていった。   

サファゲィ一朝期の都市オルーミーエに関する史料として，エプリヤ・チェ  

レビー（Evliya（）elebi）の旅行記が挙げられる。1065／1655年，Ganj‘Ali  

Kh豆nの知事在任中にオルーミーエを訪れたという（97）彼の詳細なオルーミー  
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エの描写のなかに，当時のアフシヤール部と都市オルーミーエの関係を読みと  

ることができる。   

TAFによれば，Kalb‘AliKh豆nはオルーミーエの知事に就任すると，  

T缶pr豆q qal‘eと呼ばれる城塞に居を定め，政務を執ったという。この城塞は，  

都市オルーミーエの北，1／4ファルサング（約1．6キロメートル）の地点にあっ  

た（98）。エヴリヤ・チェレビーによれば，イル・ハン朝のガーザーン・ハーン  

によって建設されたこの城塞は周囲1万1000歩で，立派な城壁と堀を備える  

堅固なものであった。兵士4000人が駐屯し，大砲も310門据え付けられてい  

たが，城内には，倉庫や兵営のほかモスクが一つあるだけで，隊商宿や公共浴  

場はなかった。また，城壁には西側に鉄製の門が一つあるだけで，城壁の外に  

は全く建物がなかった（99）。この記述から，T中pr豆q qal‘eは都市的な機能を持  

たず，戦争に備える純然たる軍事施設であったと考えられ，アフシヤール部出  

身の知事の第一の任務が軍事面にあったことを裏付けている。   

移住当初の城塞と離れた都市オルーミーエに対するアフシヤール部の関与に  

関しては情報が乏しい。TAFによればKalb‘AliKh瓦nは市壁の修復と用水  

路の建設を行ったとされており，これがサファゲィ一朝期に関して記されてい  

る唯一の公共事業である（100）。また，アフシヤール部の長たちは，自らの居住  

用に，市内のいくつかの街区（maballe）に立派な建物とバーグを建設したと  

いう（101）。確かにエグリヤー・チェレビーは，オルーミーエ市内にバーグや果  

樹園が多いこと，オルーミーエのハーンの屋敷（saray）が市内にあることを  

記している（102）。イランにおいて，バーグを媒介にした遊牧民と都市の結びつ  

きはすでに指摘されているところでもある（103）。一方，エブリヤー・チェレビー  

が挙げる集会モスクや公共浴場などの施設の名称には，パシャやシェイフ，キャ  

ラーンタル等の名はついていてもハーンやアフシヤール部に関係するものは見  

あたらない（104）。アフシヤール部の移住の性格上，都市機能への関与は限られ  

たものとなったのであろうか。  
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これに対して18世紀になるとオルーミーエ知事は市内で政務を執るように  

なった。アーザード・ハーンの政庁（ぬr al一年o如me）は集会モスク付属のマ  

ドラサの東側にあり，また，ロスタム・ハー ンが用いた謁見場（div豆n－kh元一  

ne－yebok豆mati）はB瓦zar－e b豆sh門付近にあり，バーザールやメイダーン  

（広場）という都市的な施設に隣接していた（105）。このような知事が都市の内  

部で政務を執ったということは，知事自身の役割が国家のための辺境防衛から  

オルーミーエ地方の支配にその重点を移したことを象徴しているように思われ   

る。   

また，18世紀はアフシヤール部出身の知事によって，さまざまな建設事業  

が行われた時期でもあった。表6はアフシヤール部による建設事業をまとめた  

ものであるが，サファゲィ一朝期にも見られたバーグの建設のほか，タアズィ  

エを上演するホセイニーエやマドラサ，モスク等宗教・教育施設の建設・修復  

やバーザールのような商業施設，建設・改修が行われている。史料の精度の問  

題があるものの，サファゲィ一朝期やガージャール朝期に比して，その建設事  

業は盛んなように見える。オルーミーエ地方の繁栄がアフシヤール部出身の知  

事の利益と一致したことを示している。   

このように建築からもアフシヤール部出身の知事が次第に都市との関わりを   

深めていったように見えるのであるが，18世紀になるとアフシヤール部の有  

力者自体も都市有力者との関係を増していった。TAFではオルーミーエの有  

力者を述べる場合，「アフシヤール部の長達とオルーミーエの町の主だった者  

達（ro，as豆－ye Afsh豆r va oman元一ye balade－ye Or豆miyye）」のような表現を  

しばしば用いる（106）。場合によっては，「アフシヤール部のアーヤーンとウラ  

マーおよび，この地方の名士達（a‘y豆n va‘01amぇーeAfshar va ma‘aref－e豆n  

diyむ）」のような表現もある（107）。「アフシヤール部のウラマー」とは一見奇  

異に思われる。   

ここでいう，アフシヤール部の有力者とはいったいどのような者達であった  
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キジルバシュのその後  

のだろうか。たとえば，TAFには18世紀のEmamQoliKh由1時代のアフシヤー  

ル部の名士達（ma‘瓦ref－e Afsh豆r）の一覧があるが，挙げられている21名中，  

各族の族長（rishsefid）が4名，なんらかの地方政庁の官職を持っているもの  

が9名である（108）。族長と並んで地方政庁の官職を持っていることが名士の条   

件の一つだったのである．   

それでは，アフシヤール部はどのような官職を保持していたのであろうか。  

18世紀中葉から19世紀初頭，すなわち，アフシヤール部の独立性の最も強かっ  

た時代の官職保持者をまとめたのが表7である。ishik一豆q豆si（儀典長）や  

amir－e豆khor（厩舎長）のような軍人系の職ばかりでなく，官僚系の職やウ  

ラマ一系の職にまで進出していることがわかる。たとえば，盲m豆nl豆族によっ  

て占められているvakil職は別称vakil－e m瓦1iyatと言い，一般にヴァズィー  

ルと呼ばれる財政上の責任者かつ知事の補佐役である。n豆軍erは知事の家政を  

司る責任者であり，また多数の者の名が挙がっているmostowfi（財務官）職，  

およびその部下と思われるsarrashtedar職は，特別な専門技術が必要とされ  

るものである。さらに，集団礼拝の導師たるem豆m－e jama’at，職名ははっき  

りしないがシャリーア法廷にかかわるウラマーも，複数現れているのである。  

TAFの「アフシヤール部のウラマー」なる表現は言葉の綾などではなかった   

ことになる。   

これらの官職保持者の出身族を見ると，多少の偏りが見られる。たとえば，  

mostowfi職など財務官にはOstajal豆族が圧倒的に多く，Vakil職は亨m豆nl豆  

族で占められている。表にはしにくいがこれは，一族で官職を継承するためで  

あり，mOStOWfi職のMirz豆Jav豆d Ost豆ja15の子がMirz豆Kalbロoseyn，お  

よび1ashkar－neVis（軍財務官）のMirz豆Mobammadロasanである。Vakil  

職，em豆m－ejama．at職の場合，より家系との関係がはっきりしており，次の  

ようになっている。  
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キジルバシュのその後   

①vakil職   

この職を占めていたのは，了m豆nl白族のうちで最有力であると考えられる  

Mirz豆Ja‘farの家系であった（図3）。Mirz瓦Ja‘farは，18世紀半ばから約  

30年間vakil職を務めると同時に，jm豆nl白旗の族長（rishsefid）であったと  

いう。もっとも，彼が軍事行動に部族を率いて参加した形跡はなく，全くの文  

官であったと考えられる。政治情勢のめまぐるしい変化により知事が交替して  

も彼の地位は変わらず，キャリーム・ハーン期には3度にわたってアフシヤー  

ル部を代表して首都シーラーズに赴いて，知事人事に関する陳情を行うなどの  

活躍をした（109）。彼のあと，図3に示されているようにMirz豆Abd al－tIasan，  

Mirz豆Mobammad Nabi，Mirz豆‘Abd－011豆hと19世紀前半までこの職を継  

承した。また，Mirz豆tIoseynはmostowfiから身を起こし，やはり，Malek  

Q豆sem Mirz豆のもとでpishk豆rと呼ばれる知事の補佐役になっている。   

興味深いのは，一方でこの家系から多くの軍人が出ていることである。すで   

に紹介した‘Askar Kh豆nは18世紀から部族兵を率いて，数多くの軍事行動に  

参加している。ガージャール朝下ではさらに軍人となるものが増え，歩兵連隊  

の連隊長（sarhang）や騎兵隊の隊長（sarkarde）となっている。   

②em豆m－e jam豆‘at職   

この職を占めていたのは，Q豆亘Åq豆Re函の一族であった（図4）。ニスバ  

からアフシヤール部の出身であることは明らかだが，族名は不明である。代々，  

カーディーでエマーム・ジョムエ（金曜礼拝の導師）であったというから（110），  

歴史的に早い段階で族から離れた可能性もある。この職を保持していたと  

TAFで最初に確認できるのは，Q豆函M豆s豆al－Re申である。時期が不明で表  

7に示すことはできなかったが，彼のあとやはりアフシヤール部のÅkhond  

Moll豆B豆qer Qasemldがこの職を務め，この人物の死後（1194／1780年），再  

びこの家系のMollMoりammad甲oseynがこの職を務めた（111）。そのあとは  

息子の勾豆‘AliAshraf，鱒jjiAq豆Majidが継承した。Aq豆‘AliAshrafが  
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「法学者の避難所（marja，－efaqih）と呼ばれ，鱒jjiÅq豆Majidがシャリー  

ア法廷が開かれる場所であるma坤ameをバーザール付近に持っていることか  

ら，時代的にカーディーとは呼ばれないものの，イスラーム法も司っていたと  

考えられる（112）。サイェドの家系によって占められたsheykh al－eSlamと同様，  

知事が圧政をしいた場合には，住民の先頭に立って陳情に赴いた。   

この家系に属する者のうち，Moll豆Åq豆Re函は職務内容は不詳だがvakil  

al－ra‘豆y豆（「臣民の代理人」）と呼ばれている。また，Molla M豆s豆al－Re写豆に  

ついてはその年金（mostamari）に関する20点あまりの文書が校訂・出版さ  

れており，息子Moll豆Na写ar‘Aliもウラマーで，学問を究めるためにイラク  

のシーア派の聖地に移り住み，父の年金を受け取っていたことがわかる（113）。  

これらのことから，この家系が純粋なウラマーの家系であることばばば間違い   

ないであろう。   

以上により，この特定の家系と官職が密接に関係を持ち，しかも，知事の交  

替や政治情勢の変化にかかわらず，官職を保持し続けたことが，明らかになっ  

た。そこで示される彼らの性格は，部族出身というイメージとは異なり，むし  

ろ，前近代のイランで王朝の交替にもかかわらず官僚・ウラマーを輩出した都  

市の名家に近い側面をもあわせ持つ。表7で官職保持者の大多数がオルーミー  

エのアフシヤール部の出身であることは，史料の性格も多少は影響しているが，  

やはり，アフシヤール部の有力者が都市に居住し，地方政庁でなにがしかの官  

職を得るような都市の名士層の一定部分を形成したことを示すように思われる。  

今世紀に入 って地方史家K如iy豆npむが「オルーミーエの古い家系のほとんど  

が有名なアフシヤール部の出身である」（114）と述べているのは，まさしくこの  

変化の結果を示しているのである。そして，都市の名士に変化していった有力  

者の存在は，アフシヤール部のオルーミーエ支配にも，大きな支えとなったと  

考えられるのである。   

一方，有力者以外のアフシヤール部の人々の姿が都市オルーミーエで確認で  
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きるのは，史料的には19世紀前半に入ってからのことである。FraserとSheil  

という二人のイギリス人の旅行記に現れるのである。Fraserによれば，オルー  

ミーエの町の通りでは，しばしば槍を持ったクルド人と湾曲刀を持ったアフシヤー  

ル部族が刃傷沙汰におよび，血生臭い場面が見られたという（115）。Shielはよ  

り詳細に以下のように述べる。  

このトルコ人（アフシヤール部族）たちは……喧嘩沙汰に専心しているよ  

うに見える。彼らは喧嘩の際，わめき叫ばずにはいられない。町の全体，  

あるいは少なくとも町の彼らの側には，彼らのののしり声や非常に下品な  

悪罵が響きわたっている。彼らが皆用意している非常に恐ろしいkamma   

（qame）と呼ばれる短剣は，いっも彼らの傍らにあって，言うが早いか切  

りつけようという状態である。……彼らのもう一つの慣習は白昼堂々とバー  

ザールで物品強奪・泥棒することである。肉や野菜などの食品は彼らの手  

にかかる危険がある。しかし，とりわけ上等の羊皮の帽子には彼らは抗し  

がたい誘惑を感じ 通常，最初の一撃で持ち主を打ち倒して，欲望を満  

足させる（116）。   

次にアフシヤール部族はど大酒を飲む人々を見たことがないという話が続く。  

偏見も感じられるが，まさにならず者が市中を閲歩しているというイメージで  

ある。   

Shielがさらに，アフシヤール部の兵士がバーザールで騒動を起こしたこと  

を記しており，部族民が兵士として都市に入ってきたことを窺わせる（117）。し  

かし，これらの描写でまず連想されるのは，TAFのなかに登場するならず者，  

aj豆mer，OWb豆sh，alv豆t，johh豆1と呼ばれる人々であろう（118）。これらの人々  

は，都市れレーミーエにおいて，アーシューラーの日にヘイグリー・ネウマティー  

争乱を起こしたり，あるいは，アフシヤール部の有力者やウラマ一に扇動され  

て蜂起し，知事や財務官僚を追放する記事のなかに現れる。もちろん，すべて  

のこうしたならず者がアフシヤール部の出身であったかどうかは明らかではな  
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い。しかし，少なくとも「アフシヤール部の無知なものとならずもの（johh豆1  

va alv和一eAfshar）」という表現もあり（119），先のShielの記述を考えあわせ  

るとこの二っが重なりあうと見たほうが妥当であろう。ならず者と化して都市  

に入ってきたアフシヤール部族民は，アフシヤール部の有力者やウラマ一にとっ  

て，ことあるときに用いることのできる暴力装置でもあったのである。   

4．農村部とアフシヤール部   

すでに述べたように，移住後アフシヤール部は部族単位でオルーミーエ地方  

全体に入植した。その分布はTAFによればKalb‘AliKh豆nによって以下の  

とおりに定められた（120）。  

Gondozl豆族  Mahal－e D豆1  

Kohkeほ族  N豆zl白川下流   

Qerql豆族  Row翠川沿い   

Q豆seml豆族・Arashl豆族・jm豆nl豆族 地方全体に広がる  

この記述は，Nikitineの示す今世紀初めの分布とも概ね一致している（図5）。   

さて，前述のように，オルーミーエ地方にはそれ以前から主としてクルド系  

の住民がいたと考えられる。こうした住民とアフシヤール部との住民の接触に  

関して興味深い数点の文書がβαrrαSiゐ砂e7協ri肋i誌に紹介されている（121）。  

マラーゲの近くのAyydb－e An申riと呼ばれる聖者廟にまつわるサファゲィー  

朝期を中心とする文書9点で，聖者廟の管理職の任命文書（文書1，3），こ  

の廟のあるS豆rdqdrgh豆n地方（122）［n叫iye］のmalek職の任命文書（文書2），  

この廟のワクフ財をめぐる紛争に関する文書（文書4～9）からなる。   

このうち，この地方の諸事全般を委ねられた行政官と考えられるmalek職  

（123）への任命にあたってオルーミーエの知事の書付が必要なことが，文書2  

（Sh弘Soleym由1の勅令・1103／1692年付）より明らかになる。すなわち，シャー  

・アッパー ス2世時代の勅令（parv豆nche）と「オルpミーエ知事であった故  

159   



東洋文化研究所紀要 第129研  

Ganj‘AliBeygの書付（neveshte）により」前任のMalekは任命されたので  

あり，新たなMalekの任命にあたっても，オルーミーエの知事であるKh豆ni  

Kh豆n（？）（124）と臣民達の筆と印になる同意の文書（m叫挙げ）が必要であっ  

た。これが単なる事務上の手続きではなかったことは，このmalekがアフシヤー   

ル部族と共同でワクフ侵略を行っていることから明らかであり，オルーミーエ  

地方から距離的に離れたこの地方にもアフシヤール部出身のオルーミーエ知事   

の権力が及んでいたことが明らかとなる。   

一方，ワクフ財をめぐる紛争に関する文書では，勅令に付されているワクフ  

管理人の請願書（‘Ar翠一dasht）に，アフシヤール部族の行動が詳細に記され  

ている。まず，文書4（1105／1694年付）ではトユール保有者（toy融d如）達  

がワクフ財に損害を与えていることを訴えているが，このトユール保有者とは  

とりもなおさずアフシヤール部族のことであった。文書5によれば，先述の  

Malekやアフシヤール部族はワクフ地を襲撃し，4人を負傷させ，農地を占  

拠するとともに羊や牝牛等の家畜や刀剣等の物品を奪い，文書6（1108／1697  

年付），文書7（1116／1705年付）によれば，度重なる請願と勅令にもかかわ  

らず，このMalekらはワクフであるいくつかの村落をその後も占拠しつづけ，  

穀物や家畜を略奪した。   

これに対し，ワクフ管理人も法的手段で対抗しようとした。しかも，この件  

をアフシヤール部出身のオルーミーエ知事ではなく，Garr5s知事やArdalan  

総督，Kerm豆nshah知事に担当させるべく請願を繰り返したのである。彼らが  

こうした行動を取ったのは，おそらくはクルド系であった彼らに対して，やは  

りクルド系のこれらの知事・総督の方がアフシヤール部のオルーミーエ知事よ  

りも好意的であったためであろう。しかしiシャーの勅令は，オルーミーエ知  

事やアゼルバイジャン総督および総督代理宛に発せられ，紛争は一向に解決し  

なかった。1114年にはトユール保有者によって，ワクフ管理人の部下が殴打  

されるという事件が起こり，これをワクフ管理人がオルーミーエ知事に告訴し  
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たところ，逆に原告のワクフ管理人の方が逮捕され，拘禁・体刑を受けた。こ  

の結果，ワクフ管理人はワクフ地を離れ，Ardal豆nへ避難を余儀なくされた。  

トエール保有者達，すなわち，アフシヤール部Qerkhほ族の者達は，この間  

にワクフ地から100家族を徴発し，水や牧草の豊富な土地を奪い，夏宮地・冬  

営地の牧草を刈り取ってしまったという（文書7）。   

一連の文書が示すように，アフシヤール部のワクフ地占拠に法的根拠は全く  

なかった。文書では，アフシヤール部の者のことをトユール保有者と呼んでい  

るが，トユールの登録台帳には，問題となっているワクフの村落5村のうち，  

1村を除いて，記録はなかった（文書8・Shah Solt豆n tIoseynの勅令）。し  

かし，アフシヤール部の知事の支配下にあったこの地方では，シャーの勅令を  

もってしても，アフシヤール部族による違法行為を防ぐことはできなかったの  

である。以上の一連の経緯が示すように，多数のアフシヤール部族の移住・入  

植は，必ずしも合法的ではない武力による略奪・占拠という形を取る場合もあっ  

たのであり，従来からの住民との摩擦・紛争を引き起こしたと考えられる。し  

かし，その際アフシヤール部が決定的に有利だったのは，アフシヤール部の知  

事が統治権を持っていたことである。法的に強く保護されいるワクフ財ですら  

侵略されたのであるから，他の場合は推してしるべしであろう。   

こうしてさまざまな手段を通じて，アフシヤール部は着実に土地・財産を集  

積していった。その結果，19世紀半ばには，Abbottの報告によれば，オルー  

ミーエに住むアフシヤール部の有力者は大地主となっていた（125）。TAFにおい  

ても，アフシヤール部の有力者の私有地について言及されている（126）。   

さて，土地所有とならぶ，もう一つの問題は，アフシヤール部の定住化であ  

る。しばしば，トルコ系部族＝遊牧民と考えがちであるが，実際に遊牧をして  

いたかどうかを史料上で判断することば困難である。TAFでは移住・入植後，  

Gondozl豆族が「村と耕地・農地を開発し，土地の繁栄と水路の建設・樹木の  

育成に努めた」とされ，また，アフシヤール都全体がオルーミーエ地方の気候  
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の良さのゆえに農業・耕作に従事して，財産を築いたとされている（127）。果た  

して移住直後からこのように農業に従事していたかどうかは疑問であるが，少  

なくともTAFの著者は自らの祖先に農業従事者のイメージを持っていたこと   

になる。  

しかし，遅くとも19世紀半ばまでには，アフシヤール部は定住化していた   

らしい。Shielはイラン全土の部族を一覧表にしているが，アフシャpル部は  

テント数ではなく戸数で7，000戸と数えられ，定住を示すT豆tという語も付さ  

れている（128）。また，Wagnerは，オルーミーエ西部の山岳地帯の奥の山沿い  

に貧しい村が点在することを述べているが，これらの村の住人はアフシヤール  

部出身であったという（129）。今日この地方に部族集団としてアフシヤール部が  

存在しないことを考えても，特に国家による定住化政策が行われていないにも  

かかわらず，19世紀半ばまでには定住化が完了していたと考えてよいだろう。  

おわりに   

史料的限界により統一的な記述ができない部分もあったが，オルーミーエの  

アフシヤール部の3世紀にわたる歴史とその変容を明らかにすることができた。  

キジルバシュとして有名なアフシヤール部がシャー・アッパースの中央集権政   

策によりオルーミーエに移住し，国境防衛にあたったこと，18世紀にはオルー  

ミーエを根拠地とした地方勢力としてアゼルバイジャンを舞台とした権力闘争  

に参加し，覇権を争ったこと，ガージャール朝成立後は次第に強まる国家の介  

入に知事職を失い，軍の近代化を利用して権力の保持に努めたことを述べた。  

また，地縁によって周辺の諸部族を取り込んでいくとともに，有力者は都市に  

居住してさまざまな地方官職を得て都市の名士となり，都市に流入した部族民  

は無頼化し，農村においては有力者による土地集積と部族の定住化が進むとい   

う過程が存在したことを明らかにした。すなわち，アフシヤール部はオルーミー  
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工地方社会との関係を強化する方向でその性格を変えたのである。   

このようなアフシヤール部の変容を見るとき，これまでイラン史においてあ  

まりに「部族」という概念を固定的に捉えすぎていたのではないかという反省  

が生まれる。「部族の再台頭」について言えば，こうした部族そのものの変容  

を無視して，再台頭か，全体としての衰退かを議論することはあまり建設的で  

はないのではないだろうか。本稿で明らかとなったオルーミーエのアフシヤー  

ル部の姿は，部族・非部族の区分を越えて地方勢力としての共通の要素を多分  

に持っているように思われるのである。   

もちろん，オルーミーエのアフシヤール部は一つの事例にすぎないが，たと  

えばMar豆gheのMoqaddam族は，サファゲィー朝期から知事職を保持し，18  

世紀には地方勢力として覇権を争い，近代に入っても地方エリートとしてその  

地位を保ったことが明らかになっている（130）。また，Abbottによれば彼が訪  

れた当時のアゼルバイジャンでは，一年中遊牧生活を送っている部族はほとん  

どなく，大多数が定住民ないしは部分的に移動する住民であったという（131）。  

少なくともアゼルバイジャンではアフシヤール部は特異な事例であると考える  

必要はないであろう。また，イラン全土に関しても，シャー・アッパース以降，  

19世紀に至るまで部族の地理的分布があまり変化していないという事実（132）  

は，アフシヤール部のように地方社会との関係を深めていった部族が他にも存  

在した可能性を示唆している。   

もし，イランの多くの部族がアフシヤール部のような変化を遂げたとすれば，  

遊牧民の影響を一つの特徴とするイラン史における18世紀・19世紀の位置づ  

けにもかかわってくる。今後は広く事例を集めるとともに，こうした変容が起  

こったメカニズムについてさらなる検討を行いたい。  
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図5 オルーミーエ地方   

出所 B・Nikitine，“LesAf昌arsd’Urumiyeh”，JoumalAsiatique．tom．214（1929），p．75  
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図6 アフシヤール部関係略地図   

L．Lochart．The FollqF the SqfaL・id DJ・naStJ・and the．1ノ帥aT10ccupotion qfPersia．  

（Cambridge，1958）所収の地図を元に作成 －－－－ －オスマン・サファゲィ一国境  

史料略号  

AAN：Mohammad Ka革em Marvi．‘Alam一反r丘－ye Naderi．be－taShih－e Moh－   

ammad Amin Riy畠中，Se jeld．Tehr豆n．1369Kh▲  

Alqab：Mirza‘AliNaqiNasiri．Alqab ua TnOt｝面eb－e douノre－ye Salatin－e   

囲わuiyye．ta垂叫－e Y缶sofRa申ml豆・Mashhad・1371Kh・  

AN：MobammadTaherVa申dQazvini・‘Abbas－name・be－ta垂叫vatakhasiyye－  

ye Ebr豆him Dehq豆n．Ar豆k．1329Kh．  
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GG：Mir痴 Mohammad S豆deq N豆miEsfah豆ni．7Ⅵrikh－e gitigosha．b豆   

moqaddeme－ye Sa’id Nafisi．Tehr豆n．1363Kh．  

GM：Ab豆 al－Hasan GhaffariK豆sh豆ni．GoIshan－e Mor虎d．be－ehtem豆m－e  

Gholm豆Reza Tab豆tab豆’iMajd．Tehr瓦n．1369Kh．  

JN：Mirza MahdiXh瓦n Astar豆b豆di．Jahangosha－ye N虎deri．be－ehtem豆m－e   

‘Abd＿011豆h Anv豆r．Tehr豆n．1341Kh．  

KhT：Mohammad Ma‘s缶m b．KhajegiEsfahani．朗olasat al－SiyaT・．Tehr豆n．  

1368Kh．  

MB：Mohammad Hoseyn Kh瓦n E‘tem豆d al－Saltane．Mer’aL al－boldan．be－  

k5shesh－e‘Abd al－Hoseyn Nava’ivaMir H豆shemMohadde＄．Chah豆r jeld．  

Tehr豆n．1367＿68Kh．  

MN：Mohammad Hoseyn Kh豆n E‘tem豆d al－Saltane．Tarihh－e mOnta革em－e  

NaseT・i．be－taShih－e Mohammad Esm瓦’ilRezv豆ni．se jeld．Tehr豆n．1363－  

67Kh．   

Modarresi：ModarresiTab豆tab豆’i．“Asn豆dvaakhk豆miazkh豆ned豆n－e Afsh豆r   

－e O頭mi”．月αrrαβiんかツe乃ri肋i．7－2（1351Kh）．弓．147－202．  

MS：‘Abd al－Razz豆q Maf佃n Donboli：Ma’丘？er－e SOltaniyye．be－ehtem豆m－e  

Ghol瓦m Hoseyn＄adriAfsh豆r．Tehr豆n．1351Kh・  

MT：Ab缶al－Hasan b．Mohammad Amin Golestane．MqiTnalaL－tat）arihh．   

be－Sa’iva ehtem豆m－e Modarres Ra写aVi・Tehr豆n・2536Sh・  

NT：Mirz豆Mohammad TaqiKh豆n Les豆n al－MolkSepehr．N由ehh al－1auart－   

hh：Sal申n－eQ密かiyye・be－ta弓中りvaりav豆shi－yeMoIlammadB豆qerBehb一  

缶di．Chah豆r jeld．Tehr豆n．1353Kh．  

QKh：ValiQolib．Owd QoliSh豆ml豆・Qe？a亨al－hhaqani・ta垂叫vap豆varqi－ye  

Hasan S豆d豆t－e N豆seri．Tehr豆n．1371Kh．  

RS：Re率QoliKh豆n Hedayat．Rou）子at al－？qfa－ye Ni？eri．jeld－e nOhom va  

dahom．Tehr豆n．1339Kh．  

SeyahatnaTne：Evliya Gelebi．Sbyahatname．celd．4．Istanbul．1314A．H．  

TA：MollaJal豆1aトDin MonaJJem Yazdi．77irihh－e Abbasiya raznaTne－ye  

MollaJalal．be－k5shesh－e Seyf－011ah Vahid Niy豆．Tehr豆n．1366Kh．  

TAA：Eskandar Beyg Monshi．TaT・ihh－e‘丘IaTn－虎T・a－ye‘Abb丘Si．do jeld．  

Tehr豆n．1334Kh．  

TAF：Mirz豆RashiAdib al－Sho’ar豆・77irihh－e4斥hか・be－kdshesh－e Ma中一l缶d  
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Ramiy豆n va Parviz Shahriy豆r Afshar．（Re率yye）．1346Kh．  

T毎rebat：‘Abd al－Razz豆q Beyg DonboliMaftdn．Tqirebat al－ahrdr ua   

tasliyat al－abrar．do jeld．be－ta弓頃Il－eモIasan Q孟子iTab豆tab盃’i，Tabr‡z・  

1349－50Kh．  

Tazherat：（Mirz豆SamiL豆）．7bzkerat al－Molah．be－kdshesh－e Moり．ammad  

Dabir－e Siy豆qi．Tehr瓦n．1368Kh．  

TM：Mohammad Fath－011ah b．Mohammad TaqiS豆ravi．乃rihh－e Moh－   

aTnTnadi．be－ehtem豆mTe Ghol豆m－re率Tab豆taba’iMajd．Tehr豆n．1371Kh．  

TN：Jah豆ngir Mirz豆．TaT・ikh－e nOuノ．be－Sa’iva ehtem豆m－e LAbb豆s Eqb豆1．  

Tehr豆n．1328Kh．  

ZTAA：Eskandar Beyg Torkam瓦n．Zeyl－e tarihh－e‘alaTn－ara－ye‘Abb虎Si．  

be－taShih－e SoheyliKh豆nsari．Tehr豆n．1317Kh．  

1A．K．S．Lambton，”Tribalresurgence and the decline of the bureau－   

CraCyin theeighteenth century”in T．Naffand R．Owen eds．Studiesin   

Eighteenth CentuTツ1slamic History，Carbondale＆ Edwardsville，1977．   

pp．108－129，377－382．はからずも，R．Tapperもこの言葉を用いている（R．  

Tapper，‘‘The tribesin eighteenth－and nineteenth－Centurylran”in P．  

Avery et al．eds．the CaTnbri〔なe mstory qf－1ran，UOl．7，Cambridge，   

1991，p．513）。   

2 拙稿「ヤスドのモハンマド・タギー・ハーンとその一族w18－19世紀イランの  

地方有力者の実像」『史学雑誌』第102編1号（1993年）1－36亘；「ヤズドのハー  

ン家の社会経済的背景一建設事業とワクフを中心として」『東洋学報』第76巻1・  

2号（1994年）053－083頁。   

3 実際，Lambtonは，イランの社会構造はセルジューク朝／イル・ハン朝期より  

不変であると考えているようである（A．K．S．Lambton，Continuity and   

ChangeinMedieualPersia，Albany，1988，P．27）。   

4J．）．Reid，‘‘TheQajaruymaqin the Safavid period’’，Iranian Studies   

ll（1978）p．137；G．R．Garthwaite，属五an and Shahs：a documentary  

analysis qFthe Bakhtiyariinlran，London，1983．p．55．また，M．Kunke  

の研究はその表題及び主内容である表題及び校訂・翻訳した史料と離れて，サ  

ファゲィ一朝的国家秩序の崩壊で締めくくられている（M．Kunke，NoTnaden－  

stdmTnein Persienim18．und19．Jahrhudert，Berlin，1991，S．155－162）。  
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5 Tapper，OP．Cit．，p．506．  

6 B・Nikitine，“LesAf畠豆rsd’Urmiyeh’’，JournalAsiatique，214（1929）pp．   

67－123；‘AliDehqan．ShT・ZaTnin－eZardosht：OW痴－e声abi，Siyasi，eqte！虎di，   

dtemaLi，tかihhi－yeRe子a’iyye，Tehr豆n，1348Kh．以下それぞれ，Nikitine，   

Dehq豆nと略。  

7 出版地は明記されていないが，「西アゼルバイジャン2500年国民祭中央会議   

出版部（Entesh豆r豆t－e Showr元一ye Markazi－yeJashn－e Melli－ye2500S豆1   

－eÅ茎arb豆，ij豆n－e Garbi）」による出版である。校訂の際して，オルーミーエのア   

フシヤール部に直接関係ない記述を省略しているなど，問題がないわけではない。  

8 TAF5．  

9 Dehq豆n，弓．358．  

10 第7連隊のオルーミーエ帰郷に関するもので文面は以下の通り（下線部分が異な   

る）。do rtiz ba‘d azvortid－etifowj－e haftom r豆ke b豆Ardashir Kh豆n  

Sarhang peSar－e Shoj岳al－Dowle qar豆volb5dand az Tabriz rokhsat－e  

en！erafbe－Vel豆yat－e OrGmid豆dandvaliEm豆m QoliKh豆nSartipbar豆ye  

anj豆m－e Om豆rat－e‘omde－ye khod darTabriz tavaqqofnam豆dand（後略）  

（Dehq豆n，弓．358）  

ba‘d az chand rtiz fowJ－e haftom r豆ke b瓦Ardashir Kh豆n  Sarhang  

PeSar－e Shoj豆‘al－Dowle qar豆vol－e makhs缶s b缶dand az Tabriz  

morakhkha弓Va raV由1e－ye Or豆mid豆Shtand va khod Boyk Khan Sartip  

m叫写－e dastdr al－‘amaldar Tabriz tavaqqofnam缶d．（TAF512）  

11Nikitine，P．70．著者Shehab al－Dowleは，Em豆m QoliKh豆n Eqb豆1al－   

Dowleの孫にあたる（図2参照）。  

12 Nikitine，p・77；TAF93．（ナーデル・シャ一死後のMahdiKh豆n Q豆semlG   

のオルーミーエ帰還）  

13 三吉に共通するティームールが七年戦役からの帰途，GorginBeygU申1dをオ   

ルーミーエ知事に任命したという記述である。Nikitineではこの人物はアフシヤー   

ル部に属していることになっており，オルーミーエのアフシヤール部の起源に関す   

る伝承として扱われており，Ⅴ．Minorsky，M．F．K6prtilti，P．Oberingらはこれ   

を踏襲している。しかし，TAF校訂本およびDehq豆nでは，このGorgin Beyg   

にはAfsh豆rというニスバはない。Nikitineにおいて，この記事ののちに大きな欠   

落があること，史料の構成の上でアフシヤール部到来以前のオルーミーエに関する   

部分となっていることを考えると，この人物をアフシヤール部と考える必要はない  
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（Nikitine，P．71；Ⅴ．Minorsky，“URMIYA”intheEncyclopaediaqFIslaTn，   

Leiden，1913－1938，rep．1993，VOl．4，P．1034；M．F．Kbprtilti，“AFSHAR’’，in   

the助cyclopaedia qfIslam，New Edition，Leiden，1960－，VOl．1，P．240；   

P．Obering，“AFSHAR’’，in助cyclopaediaIranica，London，1982－，VOl．1，   

p，583）。  

14 M．F．Kdprtild，“AVβAR’’inIslaTn Ansiklopedisi，Istanbul，1965T86，   

Cilt．1，S．28－32；F．S豆mer，（塘zulaT・（77irhmenler），Ankara，1967．s．256，   

261，281－283・；F・Stimer，5q存ui刀euヱe血i几 肋rl血印 Ue GeヱよデmeSよ几de   

Anadolu77irhlerin R∂lii，Ankara，1976，PP．83－84．  

15 TAA140；羽田正「シャー・タフマースプのキジルバシ政策」『オリエント』第   

30巻第2号（1987年），35頁；乱mer，瑚ui刀eu～e血れs．98－100．  

16 TAA457－8，500，524；TA127－129．  

17 羽田正「シャー・アッパー スの改革とコルチ」『西南アジア研究』第23号（1984   

年），36頁。  

18 TAFlO，16－18，36－48・なお，Dehqanも同様のエビソpドを伝えている（弓．367－   

8）。  

19 TAA661T662，1006－1007，1018－1019，1035．なお，Kasraviは，これらの記事   

を引用したのち，Q豆sem Sol申nがモスル陥落後，オルーミーエに敗走したことが   

この地のアフシヤール部の起源であるとしており，Koprtilu，Oberingらもこれを   

踏襲している（Sayyed AbmadÅq豆 Tabrizi（Kasravi），‘‘il－e Afsh豆r，，，   

Ayande2（1306Kh）弓．601；Kbprtilti，“AVβAR”，弓．34；Obering，OP．Cit．，p．   

583）。また，Takashも同様にQ豆sem Sol申nがオルーミーエを住地として選んだ   

とする（‘Ala al－Din Takash，‘‘Q豆sem Kh瓦n dar ra’s－eil－e Afsh豆r，，，   

Armαg九加27－4／5（2037Sh），弓．262）。しかし，これらは何の史料的根拠も挙げ   

ておらず，ここではTAFに従う。ちなみにNikitineはTAFと同様のエビソ，ド   

を伝えるがオルーミーエ移住の年代を998／1589－90年とする。これではNikitine   

自身が認めるようにTAAの記述と一致しない。  

20 TA414，417・なお，TA刊本では＄DMRHや＄DMRDとなっており，British   

Library写本（Add．27241）も＄DMRD，＄DMZDとなっているが，Hamad豆n，   

Khorram一豆b豆d，Neh豆vand方面であることから＄eymareに訂正する。  

21 TAAlO18．   

22 TAAlO35．   

23 TAAlO85．  
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24 Dehq豆n，弓．368．なお，この勅令の引用では「自らの一族郎党（ilva翫s）をホ   

ラーサ，ンのAbivardからアゼルバイジャンのオルーミーエとSalddsの方へ移す   

よう」命じており，これに従うなら彼の一族はホラーサーンで生活していたことに   

なる。  

25 TAAlO85．  

26 7七妄ぁかα£72では2，200人，A卸詭105では，1，980人。  

27 A，Dupre，Voyage en Persejbit danles aTmeき1807，1808 et1809，   

Paris，1819，tOm．2，p．457，アフシヤール全体で88，000，うち，オルーミーエ   

が最大で25，000（28．5％），ついでKhamse，Khdzest豆nがそれぞれ10，000（11．4   

％）。なお，人口については3章1節も参照。  

28 AN183には，オルーミーエがGanj‘AliKh豆nAfsh豆rの「トユールの地  

（m叫al－etOy缶l－e5）」と明記されている。7bzhiT・at72にも「国境のアミール達   

の俸給とトエール」の一覧に，アフシヤール部の知事（申kem－e Olk元一yeil－e   

Afsh豆r）が見える。  

29 7bzhirat72では7，390tom豆n3，747dinar，AlqablO5では7，690tom豆n6，746   

din豆r。  

30 Perryの部族移住の分類によれば“cossackization”にあたる（J．R．Perry，  

“Forced mlgrationinIran during the seventeenth and eighteenth   

Centuries’’，1ranian Sbdies8（1975）p．205）。  

31 TAF47－48．  

32 HS173；ZAA138．  

33 QKh351，353；ANl14，128．  

34 AN183．   

35 AN183．   

36 AN329＿330．  

37 A卸諭105．なお，mZ如rα‡の記述については注28参照。  

38 たとえば，ANN397；JN425－6など。  

39 TAF63－63．なお，TAFではこの際，beyglerbeygi職も授けられたとされて   

いるが，同時代史料でアフシヤール部の知事は単に鱒kemと呼ばれる場合が多く，   

確認できない。  

40Ismai1Asim Kiictik Q！1ebi－Zade，7brih－iRasid，Cilt．6，Istanbul，1282   

A．H．，S．328；F．Zarinbaf－Shahr，“Tabriz under Ottoman Rule（1725－30）’’  

（Ph．D．Dissertation，UniversityofChicago，1991）p．26．もっとも，これは  
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アフシヤール部にとっては不名誉であったのか，TAFでは，Mo申mmadQ豆sem   

Xh瓦nはオスマン朝軍との戦闘に敗れ，城塞に篭ったのち，オスマン朝の計略によっ   

て謀殺されたとされている（TAF70－72）。  

41行政便覧のなかに名前がある（Aヱqめ105）。  

42 Mustafa Sami 

． 

43 AAN135－136，141，159；JN134；TAF78．  

44 ホラーサーンのアフシヤール部は，AAN4－5ではシャー・エスマーイール時代，   

JN26－27ではシャー・アッパース時代にアゼルバイジャンから移住させれたとい   

う。注24も参照。  

45 AAN135，  

46 TAF86－87．ただし，同時代史料で確かめられるのは，MollammadQoliKh豆n   

ArashlGがSar Keshikchi－b豆shiであったことのみである（注50参照）。また，   

TAFではFa匝‘AliKh豆n Cherkhchi－b豆shiという人物をオルーミーエのアフ   

シヤール部の出身で，オルーミーエ知事を務めたFa匝‘AliKh豆n Arashltiと同   

一視している。しかし，AANによればCherkhchi－b豆shiを務めたFa匝‘Ali   

Kh豆nはホラーサーンのアフシヤール部の出身であり，ナーデル・シャーの義理の   

兄弟にあたる（AANlO39）。同様の混乱は，1163／1750年にFa匝‘AliKh豆n   

Afsh豆r－e Or豆miがアフシヤール朝のシャ一口フ・シャーとともにマシュハドにい   

たとするT瓦rikh－e Abmad Shahiの記述にも見られる。TAFや他の史料によれ   

ば当時オルーミーエのFa匝‘AliKh豆nはオルーミーエに滞在していたはずであ   

る（M叫m豆d b．Ebr瓦him al－］豆mi，T丘rikh－e A亘Tnad Sh虎hi，Moskow，  

1974，jeld－e aVVal，弓．194）。  

47 JN134－5；TAF78．JNの記述によれば，ナーデルの故地K豆bk豆n周辺の   

Qerql屯族をマシュハドに移動させ，かわりにファールス，エラーグ，アゼルバイ   

ジャンから集めたQerql缶族2，000家族を同地に移住させ，さらに残りのアフシヤー   

ル部族10，000家族を付近のⅩal豆tに移したという。  

48 AAN251   

49 TAF 92 

50JN425－426；AANl125．  

51TAF93－・102；7セ／reわα£Ⅰ489；MT31．  

52 7旬rebatI491－493；TAFlO7－112．なお，Perryは，アーザード・ハーンと   

NaqiKhanがタブリーズのMahdiKh豆nを攻撃し，放ったとしているが誤りで  
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ある（）．R．Perry，Kbrim Khan Zand：a history q／h・an，1747－1779，   

Chicago＆London，1979，pp．48－49）。  

53 TAFl14；GM67．なお，彼はガージャール軍がオルーミーエを征服した際に   

捕らえられ多額の身代金を取られたのち，マーザンダラーンへ流刑され，ここで没   

した。  

54 アーザード・ハーン政権については，Perry，qP．Cil．pp．48－61，79－94：小牧昌   

平「ザンド朝の成立過程について」『上智アジア学』5号（1987），35－37頁。  

55 GM121，143；TAF138－145．カラ・バpグ遠征については，Mirz瓦JamalJa－   

V豆nshir Qar豆－b豆ghi，77iT・ihh－e Qarabagh，B豆如，1959，弓・18－19．  

56 7bjrebatII39－41；GM177－187，192－196，218－219；TAF153－158，163．  

57 TAF172，178．  

58 TA下－202．  

59 7旬reむα£Ⅰ84－85；TAF220－221．  

60 TAF223－229，232－234．  

6118世紀の諸勢力の権力闘争に関しては，小牧昌平「ザンド朝の成立について」お   

よび「18世紀末イランの諸群雄－カージャール朝前史の基礎データ」『上智アジ   

ア学』  

第8号（1990年）78－92頁。ヤズドの事例として拙稿「ヤズドのモハンマド・   

タギー・ハー ンとその一族」8－11頁。  

62 GG333－334；TM194－195；RSⅨ236，324－328；NT94－95；TAF261－264，   

286－298．  

63 TAF262，267，300  

64 jam‘－bandiの例として，TAF365，395，408．mo申Sebeの例として，TAF   

360－361；TN197．  

65 TAF342－343．税額は現金27，000toman，穀物7，000kharv豆rと決定した。  

66 TAF363－365．この時の税額は現金71，000tom豆n，穀物7，000kharv豆r。  

67 Q岳・yem－maqam Far豆h豆ni，Monsha’aL－e Q砂eTn－maqam FaT・ahani，be－   

k5shesh－e Sayyed Badral－Din Yaghm豆’i，Tehr豆n，1373，S．122－123．  

68 TAF392，393．  

69 TAF418，429，451，495．Beyglerbeygiと呼ばれるNajafQoliKhan，Jah豆n－   

girKh瓦nが知事の代理を務めていることば，その立場を示すものとして興味深い。  

70 TN142．この時の他の知事職の相場は，Mar瓦ghelO，000，Khoy・Ardabilそ  
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れぞれ5，000，Marand・S豆vojbol豆qそれぞれ15，000トマーン。ガpジャ ール朝   

における売官の例としては，もっとも古いものに属する。  

71TN155，169．TAF414－416．  

72 TAF430－431，450－451，513－520．  

73 アッパース・ミールザーの軍制改革については，）．Calmard，“Les reformes   
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